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１ 取り組み宣言

従業員とその家族のこころと体がＧＥＮＫＩであり、
イキイキと働ける会社を目指します。





2 ３つの健康

3つの健康を積極的に推進していくため、重点項目を
定め、全社に展開しています。



3 目指すべき姿

具体的な数値目標を立て、
取り組んでいます。

イ キ イ キ と 働 け る 会 社（ 労 働 生 産 性 の 向 上 ）

健康年齢
の若返り

プレゼンティズム
の低減

アブセンティズム
の低減

ワークエンゲージメント
の向上

からだの健康
適正体重者割合

こころの健康
メンタル発生率

職場の健康
メンタリティマネジメント
「いきいき」の従業員割合

確 認

効 果

チェック チェックチェック

健康増進事業
の推進

有所見者の
治療の徹底

長時間労
働者の
削減

再発・再休
職を減らす

か ら だ の 健 康 こ こ ろ の 健 康 職 場 の 健 康

早期発見
早期対応

エンゲー
ジメント

向上

・運動促進
活動、ウォ
ーキングイ
ベント等の
実施

・適正体重
への取組み
・若年層
高血圧対策

・有所見への
受診勧奨、
治療の徹底

・Hba1c 6.5
以上で宿泊型
保健指導等の
参加勧奨
・労災二次検
診受診徹底

・リワークプ
ログラムへの
参加勧奨

・試し出勤な
ど段階的復職
の実施
・メンタル関
連図書の貸し
出し

・長時間労
働者のフォ
ローの徹底
・余暇の活
用推進

ポピュレーション ポピュレーション ポピュレーションハイリスク ハイリスクハイリスク

・高ストレス
者フォロー
・全員面談
・アサーショ
ン教育
・新入社員の
メンタルヘル
ス教育

・組織の
組織診断
結果をフ
ィードバ
ック
・1on1
ミーティ
ングの導
入

運動習慣・
食生活の改
善

有所見者の減
少・重症化の
改善

疾病教育や認
知行動療法等
の知識習得な
どにより再発
予防

ストレス反応

の改善による
メンタル予備
群の減少

有給休暇取
得促進
長時間労働
者減少

コミュニ
ケーショ
ンの活性
化

アプローチ アプローチアプローチ

BMI25i以上

•34.0％
→28％
（▼7％）

メンタル休務者

•発生率
1.0％→0.５
以下

エンゲージメント

•偏差値
48.8→50以上
（＋1.2）



4 組織体制

代表取締役社長を健康経営責任者として
下記の体制で強化・牽引していきます。



5 ２０２３年の健康目標 指標

健康保険組合の掲げるデータヘルス計画の
健康指標を当社が目指す５年後の健康目標と
しています。

２０２３年
目標 実年齢より－３歳

２０２３年(2017年と比較）
目標 -3％
３２０，０００円

① 健康年齢

② 医療費の削減

＊健康年齢は２０２２年４月より腎機能結果を加えたため
計算方法が変更となり、２０１７年分から再計算して変更しています

1人あたりの医療費（加入者全体）

1人あたりの医療費（被保険者）

★医療費が増加傾向 新生物、先天性異常、循環器で増加しています

★２２年度は悪性腫瘍、がんの発病者が多く医療費が急増しています

2023年目標2022年2021年2020年2019年2018年2017年

320,000 404,220 339,087 327,799 325,211 327,951 329.897

-3%12.25%2.79%-0.64%-1.42%-0.59%
削減率

（対2017年度比）

2023年目標2022年2021年2020年2019年2018年2017年

158,461203,413151,022157,091152,769159,853163,362

-3%12.45%-7.55%-3.84%-6.48%-2.15%
削減率

（対2017年度比）

2023年目標2022年2021年2020年2019年2018年2017年年

△3歳△0.23歳△0.1歳△0.3歳△0.39歳＋0.20歳＋0.12歳
実年齢
との差

（円）

（円）



6 ２０２３年の具体的な数値目標

① 疾病にかかわる数値目標

BMI２５以上の割合は若干減少傾向です。
7日以上の疾病休務者割合、30日以上の長期疾病休務者割合は減少傾向
ですが、喪失月数は増加しています。これは１人当たりの休務日数が
増加したことが影響しており、長期に休務せざるを得ない悪性新生物、
がんの患者が増加したのが原因と考えます。

≪高血圧≫１３０/８５ｍｍＨｇ以上（片方のみの場合も含む）
≪脂質代謝異常≫中性脂肪１５０/ｄｌ以上又はＬＤＬ１２０以上又は

ＨＤＬ４０未満（１つ以上）
≪糖質代謝異常≫１００ｍｇ/ｄｌ以上又はＨｂＡ1ｃ５．６以上

≪ 喪失月数 ≫ 休務日数を３０日で割った数値
＊休務日数は７日以上休務した日数の累計

疾病で7日以上休務は必ず診断書を提出するよう徹底しています

2023年目標202２年実績2021年実績2020年実績2019年実績2018年実績2017年実績

28以下34.0 34.835.236.833.532.5
ＢＭＩ

（２５以上）

29以下32.2 34.133.434.234.834.8喫煙率

28以下39.9 37.436.834.832.130.5高血圧

50以下60.7 57.158.556.359.558.3脂質代謝異常

25以下35.4 35.231.542.640.431糖代謝異常

1.5以下1.82 2.281.581.721.432.5
疾病休務者割合

7日以上

0.7以下0.67 0.720.90.630.680.9
疾病休務者割

30日以上

50以下68.8 52.455.458.872.881.5
疾病休務者

喪失月数（月）

（％）



② メンタル疾患にかかわる数値目標

メンタル休務者割合が増加傾向にありますが、リワークを勧
めたり、復職支援等の再発防止に取り組んだことにより、復
職後の就労が継続しています。再発の割合は低下傾向であり
一定の効果が出ていると考えます。

≪休務者割合≫ ７日以上休務した人の割合

年度内に休務している人すべてをカウント

≪メンタル発生率≫年度に新規に休務を開始した人の割合
≪リワーク実施率≫年度に復帰した人でリワークを利用した割合
≪再発率≫年度に新規に休務を開始した人のうち再発の割合
≪ 喪失月数 ≫ 休務日数を３０日で割った数値

2023年目標202２年実績2021年実績2020年実績2019年実績2018年実績2017年実績

0.5以下1.552.11.740.950.880.9
メンタル休務者割

合＊7日以上
（％）

0.5以下1.0 1.11.20.60.60.7
メンタル発生率

（％）

65以下127.314811973.575.765.3
総喪失月数
（ヶ月）

90以下166138100147162131
一人当たりの

休務日数（日）

20以上2015.811.16.714.26.6
リワーク実施割合

（％）

40以下203450505053
再発割合
（％）



➂ 生活習慣の改善目標

運動機会の定着や食生活改善に取り組んでいますが、軽微な変化に
留まっています。１日３０分以上、週２日以上の運動については少し
ずつではありますが増えています。

基本的なことだけど朝ごは
んを食べ、良く寝て、よく
運動することが大事！！

2023年目標202２年実績2021年実績2020年実績2019年実績2018年実績2017年実績

4027.327.526.226.324.724.1
1回30分以上の軽く汗
をかく運動を週2日以上
かつ1年以上実施

202627.727.827.924.927
就寝前の2時間以内に夕
食をとることが週に3回
以上ある

1016,115.115.715.315.316.8
朝食を抜くことが週に3
回以上ある。

283334.532.433.3--
睡眠が6時間未満（＊追
加）

（％）



④ 職場環境の改善目標

202２年は忙しい一年でしたが、年次有給休暇の取得率は目
標を上回り増加しました。メリハリのついた働き方が出来てい
ると思われます。また、過重労働の発生件数は目標値まで減ら
すことはできませんでしたが、昨年より３００件以上減少しま
した。エンゲージメントは0.3ポイント上昇し、少しずつでは
ありますが上昇しています。

みんなが計画的
に休めるように
なるといいね💛

2023年目標202２年実績2021年実績2020年実績2019年実績2018年実績2017年実績

80以上84.281.77676.780.176
年次有給休暇
取得率（％）

900未満1,0121,3421,1058431,0021,029
過重労働における健
康障害防止対策の発

生件数（件）

50以上48.848.548484849
エンゲージメント

（偏差値）

3５未満38.439.037.4---
プレゼンティズム

（％）

エンゲージメント 2022年
偏差値表示 ストレスチェック時に測定
回答率98.8％ 対象人数1,473人 回答人数1,456人

プレゼンティズム 2022年
WHO-HPQ（WHO 健康と労働パフォーマンスに関する
質問紙（ハーバードメディカルスクール作成））
ストレスチェック時に調査
回答率98.8％ 対象人数1,473人 回答人数1,456人



取り組み強化について

★体重への取り組み★

下記の表（ＢＭＩと有所見率の関係）により、体重を減らすことで
検診結果「高血圧」「糖代謝異常」「肝機能障害」「脂質代謝異常」
の【異常なし】の割合が高くなることが分かるため、ＢＭＩ２５以上の割合を
減らすよう積極的に取り組んでいます。

＊図より、BMIと有所見との相関関係が見られます。



★睡眠への取り組み★

27.6%

32.8%

37.1%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

７時間以上 ６～７時間 ６時間未満

糖代謝 有所見該当率

39.0%

37.1%

42.4%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

７時間以上 ６～７時間 ６時間未満

血圧 有所見該当率

上記の表（睡眠と有所見率の関係）により、睡眠時間が6時間
未満の方は「糖代謝」 「血圧」の有所見の割合が高くなること
が分かるため、6時間未満の睡眠の割合を減らす取り組みを強化
していきます。

➢睡眠時間が減少するにつれて、BMI25以上の割合が増加し
ている。

定期健康診断の結果で、睡眠
が少ない人（６時間未満）には
糖尿病や高血圧のリスクがあり、
肥満傾向もみられることが分か
りました。適切な睡眠時間が取
れるよう取り組みます。



★いきいき職場への取り組み★

「いきいき職場」はメンタル的に健全で、
エンゲージメントが高い職場と考えます。メンタリティマネジメント
診断において「いきいき」の割合の増加を目指します。

メンタリティマネジメント診断結果

2022年2021年2020年

15.115.825.3いきいき

53.451.936.4ノーマル

98.923.8マイペース

3.93.21.7燃え尽き注意

18.419.812.8へとへと

２０２０年から「マイペースが減り、ノーマ
ルが増えたことは良い結果と言えますが、「い
きいき」が減り「燃え尽き注意」「へとへと」
が増加傾向です。コミュニケーションを充実さ
せ、「いきいき」が増えるように取り組みます。

（％）



緊急者、有所見者の受診の

徹底で重症化予防に
つなげています。

ハイリスク

7 活動内容

① からだの健康づくり アクション
●定期健康診断100％受診

全社巡回健康診断 ３月・９月実施

●定期健康診断後 受診勧奨

健康保険組合の取り組みで、定期健康診断ま
たは、人間ドック等健診の結果において生活習
慣病関連数値が右記の基準に該当し、医療機関
を受診していない従業員を対象に受診勧奨を徹
底しています。

所見のある方の受診勧奨を
徹底することで、疾病による
長期休務者の減少につながっ
ています。

★健保未受診者受診案内

★定期健康診断後緊急受診勧奨の人数

受診対象者年

全員受診５人２０１９年

全員受診４人２０２０年

全員受診４人２０２１年

全員受診3人２０２２年

★定期健康診断後の有所見受診勧奨者割合（弊社基準）

受診結果報告率割合年

56.0%21.2%２０１９年

63.0%23.2%２０２０年

89.6%22.2%２０２１年

93.5%23%２０２２年

基準
空腹時血糖 160mg/dl以上
HbA1c ８．４以上
最高血圧 １８０mmHg以上
最低血圧 １１０ｍｍＨｇ以上
中性脂肪 500ｍｇ/dl以上
ＨＤＬ 30mg/dl以下
LDL ２２０㎎/dl以上

202２年実績2021年実績2020年実績2019年実績

16人14人18人7人健保受診案内者



 

★検査対象者と循環器系疾患の休務者

１ 一次健康診断の結果、異常の所見が認められる（４項目すべて）
一次健康診断の結果、次のすべての検査項目について、「異常の所見」がある。

（１）血圧検査
（２）血中脂質検査
（３）血糖検査
（４）腹囲の検査またはBMI（肥満度）の測定

2 二次健康診断内容
二次健康診断は、脳血管と心臓の状態を把握するために必要な検査を行う。

（１）空腹時血中脂質検査
（２）空腹時血糖値検査
（３）HbA1c検査

※一次健康診断で受検している場合は、二次健康診断では行いません。
（４）負荷心電図検査または胸部超音波検査（心エコー検査）のいずれか一方の検査
（５）頸部超音波検査（頸部エコー検査）
（６）微量アルブミン尿検査

※一次健康診断の尿蛋白検査で、疑陽性（±）または弱陽性（＋）の所見が認め
られた場合に限ります。

受診された方で頸動脈の狭窄が発見され、治療に繋がったケースが
ありました。

２０２２年の循環器疾患の休務者は昨年4件でしたが、平均休務日数
は１７日と短期間となっており、早期発見、早期治療につながって
いると考えられます。

労災二次検査
の徹底で循環
器系疾患の休
務者を減らし
ていきます。

●労災二次検診の実施（定期健診の結果より）

2022年2021年2020年2019年2018年年度

26人２７人２７人２７人２７人対象者

５件３件０件５件４件
循環器系疾患

休務件数

１７日９０日０日６５日８２日
平均

休務日数



●特定保健指導
実施機関を楽しく学べる HSC保険支援センターのシステムを利用

2021年2020年2019年

98.599.099.0特定検診受診率（％）

67.752.437.8特定保健指導実施率（％）

目標達成
体重減少者割合

60％
腹囲減少者割合

63％



 ●宿泊型保健指導

血糖コントロール不良の従業員（HbA1c6.5以上）を対象として

自身の生活習慣の見なおし行動変容を支援するための

宿泊型保健指導（スマート・ライフ・ステイ）に取り組んでいます。

なかなか、改善
が見られないコ
ントロール不良
者に宿泊で楽し
く学べるよう参
加を勧めている。

食事の後に
血糖値測定

運動後に
血糖値測定

2022年2021年2020年2019年2018年年

23
コロナで

中止
515

参加者
（人）

運動すると血
糖が下がるの
がよく分かっ

た！！

血糖が高くな
る食べ物が好

きだと感じた。



●ポータルサイトPep Upの活用

Pep Up 登録率92.3％（2022.12.1 時点）

Pep Upの内容

Pep Upの活用事例

健康診断の結果や、健診結果から算出した【健康年齢】
が分かったり、健診結果に合わせた健康アドバイス記事が

定期的に発行されます。



●健康動画の配信（中部電力健康保険組合）

中部電力健康保険組合のホームページで職場や自宅で簡単に
行えるストレッチ、ヨガ、筋トレ、睡眠や食事に関する動画コ
ンテンツ『kickakeオンライン健康動画』にてさまざまなジャ
ンルから２５動画が配信されています。(１動画約３分で試聴
可能)個人でも職場でも興味のある内容を気軽に見ることがで
き、健康管理に活用しています。

健康保険組合との連携はとても
大事ですね。



１位「チームネクサス」 ２０．６６８歩/日平均

●運動促進活動

本店 ウオーキングイベント

＊2020年度は全社ウオーキングを実施

本社 ：本店みんなで歩活（あるかつ）＆フォトコンテスト２０２3
期 間 ：２０２３年５月１日（月）～５月３１日（水）の１ヵ月間

参加方法 ：チーム参加とします。チーム編成は任意とし、１チームは３名～７名
※部署横断可

歩数記録 ： 各自歩数を計測し、日々記録する。
目 標 ： １ヶ月間のチーム一人当たり１日８０００歩以上を目標
そ の 他 ： ランニングによる歩数はカウント対象外

2023年春2022年秋2022年春2021年春2019年秋2019年春2018年秋

39211719282016参加チーム

222116999514010269参加人数（人）

24141313231213達成チーム

61.5 66.7 76.5 68.4 79.3 60.0 81.3 達成率（％）

参加者は年々増加中
フォトコンテストには９９枚
の写真の応募がありました。
素敵な写真ばかりです。

社⾧賞 ナイスショット賞



体重測定が
大事

●体重測定の実施

適正体重の管理を重点項目とし、各人に健康カードを作成し、健康宣
言を記入しました。体重の増減を意識してもらうため、毎月体重測定
を実施していますが、減量強化者は週に一度測定しています。
＊期間は９か月間

2022年2021年2020年

191221225参加者

12610Kｇ減量

7919５Kｇ減量

9811194*目標達成

（人）*自身で立てた目標の達成者

朝のラジオ体操の時間に実施促進を目
的に、巡回を行いました。頭や体が目覚
め、すっきりと作業を始めることができ

効果的です。

ラジオ体操は女性3回、男性5回で一日
に必要な運動量がカバーできると言われ
ています。

参加状況



●高血圧対策の実施

「高血圧についてオンライン指導」抜粋

【目 的】 ・１日２回（朝と晩）血圧測定を実施し、記録すること
により、自身の血圧値を知る。

・ 若年層からの食生活と運動を含めた生活習慣改善に
より、高血圧症の予防を図る。

【対 象 者】 ２０２２年３月の健診で収縮期血圧１３５㎜Hg以上
かつ拡張期血圧８５㎜Hg以上の２０代～３０代、高
血圧未治療者

【実施内容】 ・生活記録１日２回、時間を決めて血圧測定し、「血圧
と脈拍記録表」に記録する。

・行動目標を２つ以上（３つまで）選択し、実行できれ
ば、「〇」を入れる。

【行動目標】 ①８，０００歩/日以上歩く
②アルコール摂取量２合以下/日
➂体重を測定する
④毎食（３食）野菜を摂取する
⑤６時間以上眠る

【費 用】 ・貸し出し用血圧計購入（40台）
・インセンティブ（低塩 健康食品）計40万

＜若年層を対象とした高血圧予防対策＞

血圧と脈拍記録表

対象者３８名
参加者３６名
達成者１７名

ラーメンの食べ過ぎと
血圧の関係が分かって
驚いた！！



●全国労働衛生週間 （２０２２年１０月）
健康経営責任者による健康への意識付けを
イントラネットで掲示しています。

毎日１枚づつ社内掲示版
「中プラなう！」に
掲示しました

１日目 「体重」
2日目「女性の健康」

3日目「血圧」

4日目「禁煙」

5日目
「社長インタビュー」



●全国労働衛生週間 （２０２２年１０月）
オンラインセミナーの実施

全社の拠点をオンラインで
繋げて、セミナーを実施し
ました。

参加者
（人）内容実施

69機能改善ストレッチ㈱ルネッサンス

59睡眠小林産業医

33女性の健康
大塚ウエルネス
ベンディング

70働き盛りの栄養学
大塚ウエルネス
ベンディング

66体調管理の栄養学
大塚ウエルネス
ベンディング

297計



 ② こころの健康づくり アクション

●ストレスチェック

メンタリティマネジメントとは、個人や組織において、メンタルヘルスとエン
ゲージメントのどちらか一方ではなく、両方をバランスよく対策することを意

味します。

ストレスチェック後、ストレス反応とエンゲージメントの

結果が直ぐにわかるようになっています。



●ストレスチェック後の学習

ストレスチェックの結果
に基づいて学習コラムが
選ばれ、学習ができます。

カウンセリングセンターでは
一年中従業員と従業員の家族が
無料で相談することができます。カウンセリングセンター



●組織診断フィードバック

ストレスチェック、エンゲージメント、メンタリティマネジメント
の結果を各部ごとにフィードバックしています。

因子別結果
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結果 個人要因 環境要因

チームとしての成熟度
（＋）の認知・行動

（ー）の
認知・行動

エンゲージメント

●偏差値:「50」が一般平均と同等であることを表しています。

●高値割合:偏差値60.0以上の人の割合。高値割合が25.0％以上の場合、セルが黄色く色づきます。

●前回との差異:（組織今回値）-（組織前回値）の値を、マイナスの場合は赤字・プラスの場合は
青字で表しています。

ストレス
チェックの
集団分析

メンタリ
ティマネジ
メントの
集団分析

エンゲージ
メントの
集団分析



●復職支援

メンタル不調者の
発症予防

異常の早期発見
早期対応を

目指しています。

 

リワークの勧め

試し出勤の活用

職場復帰に不安がある場合、
本人、上司、産業医と相談し、
試し出勤を実施します。

「３０日ノート」を活用したり、
再発予防のまんがの文献を貸出

し、復帰の準備を行っています。

愛知障害者職業センター リワーク資料

試し出勤中再発予防の学習等に取り組みます



●禁煙活動
２０１６年に喫煙率37.1％と高かったため２０１７年より

取り組みを開始しました。２０２３年には29％を切ることを
目標にし、活動しています。
禁煙に積極的に取り組む意思がある方に「禁煙パッチ」を
補助しています。

更なる取り組みの強化が必要

成功者参加事業所数参加者数年度

7人5事業所17人2017年

6人7事業所22人2018年

2人5事業所9人2019年

1名3事業所3人2020年

1名2事業所2人2021年

１名３事業所３人2022年

世界禁煙デーでは
スマート・ライフ
プロジェクトより
ポスターを入手し、
各事業所にて掲示し

禁煙を呼びかけました。

新たな取り
組みを計画

中です

 



新入社員・一般社員・中堅社員にはセルフケア、新任管理者・直
属長・所属長にはラインケアを中心に、階層別にメンタルヘルス教
育を実施しています。

ハラスメントが原因でメンタル疾患になる方もいます。「あらゆ
るハラスメントを根絶していく」という強い決意のもと、社長メッ
セージを発信し、従業員一人ひとりが、ハラスメントに対する意識
向上に努め、社員がいきいきと働ける職場環境の醸成と労働生産性
の向上に取り組んでいます。

メンタルヘルスマネジメント検定の取得を推進し、管理職や衛生管
理者を中心に取得に取り組んでいます。

●階層別教育

●ハラススメント対策

●メンタルヘルスマネジメント検定Ⅱ種

〇新任管理者研修等でハラスメント教育を実施
しています。
また、法務・CSRグループのコンプライアンス
の出前研修において、ハラスメントに関する教
育を実施しています。
〇 相談員を対象としたオンライン研修（社外研
修）を実施しました。

〇ハラスメント相談窓口の案内をイントラネット
トップ画面へ表示する運用に変更し、相談窓口を
分かりやすくするよう改善しました。



働きながら子育てや介護、治療が続けられるよう「仕
事と子育ての両立支援マニュアル」・「仕事と介護の両
立支援マニュアル」・「治療と仕事の両立支援マニュア
ル」を作成し、従業員へ周知することで、働きやすい職
場環境づくりと意識醸成に取り組んでいます。また、パ
パ向けの育児休暇制度マニュアルや体験談をPRすること
で、パパの育児休業取得の向上を目指します。

③ 職場の健康づくり アクション

●両立支援

★仕事と介護の両立支援マニュアル

介護休職や介護時短なども活用し、会社を
辞めることなく介護が続けられる環境を
整えています。



★仕事と育児の両立支援マニュアル

育児に関する制度もわかりやすく
掲載しています。

名古屋市が認定する「子育て支援企
業」の継続認定を取得するとともに、申
請した企業の中で最も優れた活動をして
いる企業に贈られる「最優秀賞」を受賞
しました。

特に現場で働く男性社員の育児休業の
取得が進んでおり、『男性の育児参加を
積極的に進めていく姿勢と着実な成果』
が一番に評価され受賞に至りました。

パパ育の記事を
社内SNSに投稿

子育ての大変さが
分かってよかった
です(^^ゞ

パパの育児休業体験談を社内SNSに掲載しています。



★治療と仕事の両立支援マニュアル

２０２３年４月より、今までの疾病管理から一歩進め
「在宅勤務」「時短勤務」を申請できる制度を導入する
ことで、より治療しながら就労しやすい環境を整えました。



●コミュニケーション向上対策

対象者：希望者
・『無意識の偏見』（アンコンシャス・バイアス）研修
・アサーティブコミュニケーション研修
・交渉力向上研修
・アサーション・ネゴシエーション研修を実施

無意識の思い込みや何気ない発言や行動がコミュニケーションを悪化させる場合がある
ことを知り、より良いコミュニケーションに生かす方法､お互いを尊重しながら意見を
交わす方法、交渉術などを学びコミュニケーション力の向上をはかる。

各種研修の実施

●グリーンカードでほめる「グリーンカード活動」

カード運用方法

① ワーキングメンバーよりカードを配布、もし
くは所定の場所にカード置場を設置する

② 渡したい人（全員）が、カードを記入する
③ カードを渡したい人へ渡す

渡すときに、言葉で気持ちを伝えるとよい

●いきいきなごスタグラム

いきいき活動を投稿
頂き、掲示している

研修参加者
２０２２年２０２１年研修名

4220アンコンシャス・バイアス研修

58アサーティブコミュニケーション研修

55交渉力向上研修

2424アサーション・ネゴシエーション研修

87
エンゲージメント向上に向けた上司の
コミュニケーションスキル向上研修

（人）



●１ｏｎ１ミーティング

従業員一人ひとりが将来に渡りいきいきと働き続け
「笑顔があふれる会社」にするため、上司と部下のコ
ミュニケーションの向上、不安や不満の解消、将来の目
指す姿などにチャレンジし自己成長していくことで承認
欲求を満たし、かつ達成感やモチベーション向上をはか
る施策の１つとして「１on１ミーティング」の導入に
取り組んでいます。

現在、管理職を対象として、１ｏｎ１ミーティングに
必要となる上司のコミュニケーションスキル教育を行い、
一部の部署での試行運用を実施しております。試行結果
から、当社に適した１ｏｎ１ミーティングの運用方法を
定め、本年度、全社導入を目指しています。



DVDによる教育

●受動喫煙対策

各所の取り組みで、世界禁煙週間に合わせて施設内禁煙を実施

受動喫煙のDVDを購入し、安
全衛生委員会や衛生週間時に

流している。



●労働安全衛生・リスクマネジメント

安全衛生管理委員会

経営者が委員長となり、各部署長および労働組合の代表者を
委員として構成する安全衛生管理委員会を年２回開催し、年度
の安全衛生活動方針の決定およびその年度の活動実績と評価等
を行っています。なお、会議においては、年度の労災件数、そ
の年に発生した労働災害への対策について労使で議論を行い、
労働災害が発生しない職場環境の醸成に努めています。

危険源の特定およびリスク評価

労働者の危険または健康障害を防止するために、工事着工前
に安全、品質、化学物質の危険性・有害性についてリスクアセ
スメント（危険要因の特定、リスク評価）を実施して災害防止
に努めています。

また、災害が発生した時には要因を分析し、次回以降の同じ
作業を行う際に、注意するように徹底しています。なお、労働
災害への対策が風化しないように、トラブル事例検索システム
に過去の労働災害を取り纏めて、朝礼時やKY時に紹介・周知
することで同種災害、類似災害の発生防止に努めています。



 

●感染予防対策

新型コロナ感染・インフルエンザ感染予防対策

基本的にはコロナ感染症は、５類感染症対策として
インフルエンザ同様の対応とします。
感染力が高いため、事業に影響が出ないように部署
ごとで対応しています。

１ 新型コロナウイルスQ＆A イントラネット掲載

２ 相談窓口の開設

３ コロナワクチン接種は積立有給休暇の利用が可能
発症後、休務の時も積立有給休暇の利用可能

４ 必要に応じ、検温や手指消毒の実施

５ 免疫力アップのための教育の実施

.



全社で取り組んでいます。



新緑と大井川の渓流

柳原 廣二さん撮影


